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シンチレータは入射した放射線を数万の紫外･可視光子に変換して放出する蛍光体であり、医療

やセキュリティを始めとする放射線計測分野で利用されている。中でも高エネルギーの放射線に

対しては高い実効原子番号を有する重元素系材料が好まれている一方、1973 年に発見された

Bi4Ge3O12が現在に至るまで主に利用されており、材料探索が進んでいるとは言い難い。 

そこで我々は新たな重元素系材料としてタンタル酸化物に着目した。タンタル酸化物は高い実

効原子番号および高い密度を有する一方で、シンチレータとしては無添加検討が中心だった [1]。

これまで Ce 添加した GdTaO4の検討を行ったが、本材料系において Ce は高効率な発光を示さず

自己吸収の原因となるのみだった [2]。本研究では様々な濃度で Tb を添加した GdTaO4単結晶の

合成を行い、その蛍光およびシンチレーション特性を評価した。 

Fig. 1 に Tb:GdTaO4の X 線誘起シンチレーションスペクトルを示す。いずれのサンプルにお

いても Tb3+の 4f-4f遷移による複数のシャープな発光が観測された。Fig. 2にはシンチレーション

減衰曲線を示す。減衰曲線は一成分の指数関数で近似され、636 マイクロ秒の減衰時定数を示し

た。本発表ではその他に蛍光スペクトルや蛍光寿命測定のデータも併せて発表する。 

 

200 400 600

In
te

n
si

ty
 [

ar
b

. 
u

n
it

]

Wavelength [nm]

 1% Tb
 0.1% Tb

1
D

2
→

3
F

3
,4

ex 440 nm→P
ex 585 nm→D

 

0 1 2 3 4 5
100

101

102

103

C
o

u
n

ts

Time [ms]

 0.1% Pr ( = 69.4 s)
 0.5% Pr ( = 46.7 s)
 1.0% Pr ( = 32.7 s)

 = 636 s 

 

Fig. 1 X-ray induced scintillation spectra. Fig. 2 X-ray induced scintillation decay time profiles. 
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